
再評価結果（平成２２年度事業継続箇所）

担 当 課：有料道路課

担当課長名：森 昌文

事業名 地域高規格道路「広島高速道路」 事業区分 都市高速道路 事業主体 広島高速道路公社

広島高速５号線

起終点 自：広島市 東 区温 品 町 至：広島市 東 区二葉の里三丁目 延長 ４km
ひろしま ひがし ぬくしなちょう ひろしま ひがし ふ た ば さと

事業概要 広島高速５号線は、本市の都心部と広島県東部地区及び広島空港との間の高速性・定時性の

向上や、温品・中山地区をはじめとする一般道路の交通混雑の緩和、広島都市圏のさらなる発展を牽引す

る広島駅周辺地域の開発促進などの役割を担う路線である。

Ｈ１２年度事業化 Ｈ１０年度都市計画決定 Ｈ１２年度用地着手 Ｈ１８年度工事着手

全体事業費 ７３９億円 事業進捗率 ６７％ 供用済延長 ０km

計画交通量 ８，０００～１２，４００台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 (残事業)/(事業全体) 総便益 (残事業)/(事業全体) 基準年

分析結果 (事業全体) 360/1,025億円 1,334/1,334億円 平成２１年

１．３ 事 業 費： 293/958億円 走行時間短縮便益：1,098/1,098億円

(残事業) 維持管理費： 67/ 67億円 走行経費減少便益： 169/ 169億円

３．７ 交通事故減少便益： 66/ 66億円

感度分析の結果 残事業について感度分析を実施

交通量変動 ：B/C＝ 3.8（交通量＋10％） B/C＝ 3.6（交通量－10％）

事業費変動 ：B/C＝ 3.4（事業費＋10％） B/C＝ 4.0（事業費－10％）

事業期間変動：B/C＝ 3.6（事業期間＋1年） B/C＝ 3.8（事業期間－1年）

事業の効果等

○広島空港や県内各地から広島駅へのアクセス向上等による交通の円滑化

○市街地再開発、区画整理等のまちづくりとの連携による都市の再生 等

関係する地方公共団体等の意見

広島県や広島市から国へ整備促進の要望がなされている。

事業評価監視委員会の意見

事業継続を妥当と認める。トンネル建設に伴う周辺地域への影響の検証について早期に結論を出し、住民

の理解を得るよう努めること。事業費の大幅な増加など事業の前提が変わる場合は、事業再評価を実施す

ること。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

広島駅周辺で若草町地区第一種市街地再開発事業、二葉の里土地区画整理事業等の開発が進められている。

トンネル建設に伴う周辺地域への影響について検討している。

事業の進捗状況、残事業の内容等

用地進捗率９８％、温品ジャンクション部分工事中。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

トンネル関連の追加調査を実施し、トンネル建設に伴う周辺地域への影響を検証していく。

施設の構造や工法の変更等

橋梁下部工において、鋼管ソイルセメント杭などの採用によりコスト縮減を図っている。

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

以上の事業の効果等により、事業の必要性は変わらないと考えられる。

事業継続にあたっては、事業評価監視委員会の意見を踏まえて、進めていく。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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